
9 月の研究会は、読譜のテキストのパーティーC を学びました。 
 
代表の高橋先生から、一般的な指導法の他、例外的な指導法のご紹介もあり、 
どのようなタイプの生徒でも応用が効く方法を教えて頂きました。 
 
以下の事を中心に、1 ページずつ丁寧にテキストを進めていきました。 
・「せん」と「かん」の音符の覚え方、宿題の出し方 
・パーティーC レベルでの音程聴音の目的 
・ステップとスキップの感覚を指と結びつけるレッスンの方法 
・曲の挿絵を使った、3 拍子の体感方法 
 
最後は、「ふたりのブギ」の連弾＋マラカスの演奏で楽しく締めくくりました。 
研究会後のランチ会では、皆さんそれぞれがレッスンでの悩みやテキストについての質問

をされ、和気あいあいとした時間を過ごしました。 
来月は、パーティーC シリーズの会員発表です。 

（文：山口佳津枝） 
 
 


